
知的冒険

価値と労働の地図

デビッド・グレーバーの知的宇宙を旅するための羅針盤
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『価値論』のエッセンス

TOWARD AN ANTHROPOLOGICAL THEORY OF VALUE (2001)

「価値」の3つの意味

私たちが日常的に使う「価値」という言葉は、実は3つの異なる概念が混ざり合っている。グレーバーは、この混乱

こそが経済学の根本的な問題だと指摘した。価値を理解するには、まずこの三つの次元を分離する必要がある。

Values（社会学的価値）

「家族の愛」「真善美」「名

誉」など、何が人生において重

要かという観念。文化によって

異なる倫理的・道徳的な理想を

指す。

Value（経済的価値）

「価格」「交換レート」「賃

金」など、市場において計測可

能な数値。経済学が唯一扱って

きた「価値」の側面である。

Valeur（言語学的価値）

「差異の意味」。「昼」の意味

は「夜」ではないことによって

決まる。ソシュール言語学にお

ける記号の相対的な位置づけ。

グレーバーの革命的な洞察は、これら三つの「価値」を統合し、人間の創造的行動という共通の基盤から再構築した

ことにある。市場経済が「価格」だけを価値とみなす狭い視野を、彼は人類学的な広がりで突破したのである。



意味が欲望に変わるプロセス

グレーバーは、価値を静的な「モノ」ではなく、動的なプロセスとして捉え直した。私たちの行動は、いかにして社

会的な「価値」へと変換されるのか。そのメカニズムを理解することが、資本主義の呪縛から逃れる第一歩となる。

行動 (Action)

私たちがエネルギーを使って何かを作り、誰かと関わる。例：ビーズ細工を作る、子供の世話をする、

歌を歌う。

象徴化 (Symbolization)

その行動が、他者の目に見える具体的な形になる。例：貨幣、メダル、感謝の言葉、作品、評判。

価値の認識 (Recognition)

自分の行動が、社会全体の一部（全体性）になったと実感される。「私の行動には意味があった」とい

う感覚の獲得。

「価値とは、創造的行動が社会的な全体性の中で実現される仕方である」

このサイクルが重要なのは、それが人間の主体性を中心に据えているからである。経済学は「価格」という結果だけ

を見るが、グレーバーは「行動」という原因に目を向ける。価格は行動の凍結した形に過ぎず、私たちはいつでもそ

れを溶かし、作り変えることができる。



労働の人類学ハンドブック

THE ANTHROPOLOGY OF LABOR
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労働を理解する3つのキーワー
ド
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デビッド・グレーバー全著作マップ

知的戦いの軌跡

グレーバーの思想的発展を、三つの時期に分けて理解することができる。彼の旅は、一人の人類学者の学術的キャリ

アというより、現代社会の矛盾と格闘し続けた知的戦士の記録である。

1Phase 1: 基礎構築期 (1990s - 
2000s)

『価値論』 (2001): マダガスカル調査を基

に、経済合理性の外側にある価値を理論化。人

類学的価値論の金字塔。

『アナーキスト人類学のための断章』 (2004): 

国家なき社会の可能性と「対抗権力」の提唱。

アナーキズムを学問の領域に持ち込んだ挑発的

作品。

2 Phase 2: 歴史の脱構築期 (2010s)

『負債論』 (2011): 5000年の歴史から「借金

と暴力」の関係を暴く世界的ベストセラー。

「借金」という概念そのものが、道徳と暴力の

産物であることを示した。

『官僚制のユートピア』 (2015): 現代人が嫌

いながらも依存する「ルールと手続き」の心理

を分析。官僚制は左派にとってもジレンマであ

る。

3Phase 3: 社会介入期 (2018 - 2021)

『ブルシット・ジョブ』 (2018): 無意味な仕

事の増殖を告発し、労働者の精神的解放を促

す。資本主義批判の新たな地平を開いた。

『万物の黎明』 (2021): 人類史を根本から書

き換え、不平等は不可避ではないことを証明す

る遺作。デヴィッド・ウェングローとの共著。
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世界を作り変えるために

CONSTITUENT IMAGINATION 構成的想像力

凍りついた行動
グレーバーが遺した最大のメッセージは、この一文に集約される。

「社会構造とは、凍りついた行動に過ぎない」

Social structure is just frozen action.

岩のように見える現実も、私たちが毎日繰り返してい

る「行動」が固まっただけのものである。資本主義

も、官僚制も、国家も、永遠不変の自然法則ではな

い。それらは人間が作り出したものであり、だからこ

そ人間によって作り変えることができる。

グレーバーが提唱した「構成的想像力」とは、既存の

権力に対抗するだけでなく、いま・ここで別の世界を

構成し始める能力のことである。

ウォール街占拠運動で彼が実践したように、許可を待

たず、既存のルールに従わず、対等な人間関係を作り

出すこと。それ自体が革命なのである。

私たちが別のルールで動き出し、別の価値を信じれ

ば、その瞬間に世界は溶け出し、新しい形を取り始め

る。



この地図を手に、旅を始めよう

読書会で議論する

一人で読むだけでなく、仲間と

議論することで、グレーバーの

思想は初めて「生きた理論」に

なる。対話の中で、あなた自身

の経験と接続させよう。

職場で実験する

無意味な会議、形式的な報告

書、管理のための管理。あなた

の職場にある「ブルシット」を

特定し、それを減らす小さな試

みを始めてみよう。

地域で実践する

市場経済の外側で、贈与、共

有、相互扶助の関係を作り出

す。それは「社会的再生産」の

現場であり、別の経済の萌芽で

ある。

このガイドは終わりではなく、始まりである。グレーバーの著作を読み進める中で、あなた自身の問いが生まれるだ

ろう。その問いこそが、世界を変える最初の一歩となる。

推奨される読書順序：『ブルシット・ジョブ』→『負債論』→『価値論』→『万物の黎明』。最初は具体的

で身近なテーマから入り、徐々に理論的・歴史的な深みへと進むのがよい。

「革命とは、不可能だと思われていたことが突然可能になる瞬間のことである」— デビッド・グレーバー

この「地図」を手に、あなたの現場で小さな革命を始めてほしい。


